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1) 岡村昭治， 加藤知子， 西 荒介 : 培養植物細
胞抽出液中 の チ ュ ー プ リ ン と コ ル ヒ チ ン の結合一脳
チ ュ ー プ リ ン と の結合様式の比較 日 本薬学会第
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2) 黒崎文也， 桜井伊都美， 西 荒介 : ニ ン ジ ン
の フ ァ イ ト ア レ キ シ ン に対す る 各種微生物の 抵抗性
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胞の培養経過 に 伴 う 細胞壁ペ ク チ ン質の 変化. 第 8
回植物組織培養 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1983， 7 ， 富 山.
9) N ishi A. and Kurosaki F. : Production of 
phytoalexin in suspention-cultured carrot cells. 
Third Congress of the Federation of Asian and 
Oceanian Biochemists， 1983， 11 ， Bangkok. 
10) 岡村昭治， 加藤知子， 西 荒介 : ニ ン ジ ン チ
ュ ー プ リ ン の コ ル ヒ チ ン結合活性 に 対す る ポ ド フ ィ
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よ び生薬の活性物質 に 関す る 研究. β-glucuronidase
阻害活性物 質 に つ い て . 日 本 薬 学 会 第103年会，
1983. 4 ， 東京.
- 92 -
2) 林 利光， 新保太佳子， 有津宗久， 清水ヰ夫，
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性分画 に つ い て . 日 本生薬学会第30年会， 1983， 10， 
徳島.
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9) 有津宗久， 二村雅之， 林 利光， 池田朗子，
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1 . 日 本生薬学会第30年会 1983， 10， 徳島.
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徳島.
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1 )  小泉 徹， 岩田正徳， 田 中信行， 蛭谷一彦，
吉 田 英一 : 光 学活性 Pheny lsulfenylmethanepho­
sphonate 誘導体の 合成 と 反応. 第11固有機硫黄 ・ リ
ン化合物討論会， 1983， 1 ， 筑波.
2) 武田邦夫， 荒井謙次， 増田克忠 : Sterepolide 
の合成研究. 2 . 日 本薬学会第103年会， 1983， 4 ，  
東京.
3) 米谷 正， 竹内義雄， 吉井英一 : ピ ラ ノ ・ ナ
フ ト キ ノ ン 系抗生物質の 合成(7). ( 十 ) -Griseusin A 
の全合成. 日 本薬学会第103年会， 1983， 4 ， 東京.
4) 竹内義雄， 古村睦美， 吉井英一 : ピ ラ ノ ・ ナ
フ ト キ ノ ン 系抗生物質の 合成(8). 4， 6-DideoxY-DL­
glucitol 誘 導 体 の 合 成. 日 本 薬 学 会 第103年 会，
1983， 4 ， 東京.
5) 米谷 正， 竹内義雄， 吉井英一 : ピ ラ ノ ・ ナ
フ ト キ ノ ン系抗生物質の合成(9). Nanaomycin の新
合成法. 日 本薬学会第103年会， 1983， 4 ， 東京.
6) 小泉 徹， 田 中信行， 岩田正徳， 蛭谷一彦，
吉井英一 : 光学活性 Phenylsulfenylmethanepho­
sphonate を類 を 用 い る 光学活性 phosphonate， α，
β-不飽和 sulfoxide 類の合成. 日 本薬学会第103年
会， 1983， 4 ， 東京.
7) 小泉 徹， 袴 田 市郎， 吉井英一 : 光学活性
p-Tolyl Vinyl Sulfoxide と Cyclopentadiene の
Diels-Alder 反応. 日 本薬学会第103年会， 1983， 4 ，  
東京.
8) 小橋恭一， 竹部幸子， 堀田結子， 沼田顕子，
田中清裕， 小泉 徹， 佐藤 勝 : N-Acylphosphoric 
triamide の in vivo 及 び in vitro での細菌 ウ レ ア ー
ゼ に 対す る 阻害. 日 本薬学会第103年会， 1983， 4 ， 
東京.
9) 小泉 徹， 岩田正徳， 吉井英一 : 光学活性 ι
β不飽和 phosphonyl 化合物の不斉付加反応. 日 本
薬学会北陸支部第59回例会， 1983， 6 ， 金沢.
10) 小泉 徹， 袴田市郎， 吉井英一 : 光学活性 βー
(ethoxycarbonyl) - l-propenyl p-tolyl sulfoxide と
Cyclopentadiene の不斉 Diels-Alder 反応の 立体化
学. 日 本薬学会北陸支部第59回例会， 1983， 6 ， 金
沢.
11)  Takeuchi Y. ， Sudani M. and Yoshii E. 
T otal Synthesis of ( 士 ) -Sarubicin A (U-58， 431 ) .  
The Ninth International Congress of Heterocyclic 
Chemistry， 1983， 8， Tokyo. 
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13) 米谷 正， 竹内義雄， 吉井英一 : ピ ラ ノ ・ ナ
フ ト キ ノ ン系抗生物質の 合成研究. 第10回反応 と 合
成の進歩 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1983， 11 ， 東京.
14) 桑山修一， 楠 千賀子， 荒井謙次， 竹内義雄，
小泉 徹 : dl- 及 び meso-1 ， 1-bis (p-tolylsulfinyl) 
ethylene の合成. 日 本薬学会北 陸支部第61回例会，
1983， 11 ， 金沢.
15) 田 中信行， 荒井謙次， 竹内義雄， 小泉 徹 :
α-位 に フ エ ニ ル ス ル フ エ ニ ル基 を 有 す る 光 学活性
1・propenephosphonamidate の合成. 日 本薬学会北
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1) 糸井 泰， 井上正美， 榎本三郎 : Mo03一活性
炭触媒 に よ る オ レ フ ィ ン類の エ ポキ シ化 に つ い て .
日 本薬学会第103年会， 1983， 4 ， 東京.
2) 柏木 寛， 榎本三郎 : DNA と 発癌性有機物
の相互作用 に よ る ラ ジ カ ルの 生成 と そ の 挙動. 日 本
薬学会第103年会， 1983， 4 ， 東京.
3) 上 山 勉， 榎本三郎， 井上正美 : 単体イ オ ウ
を 用 い る 芳香族ノ \ ロ ゲ ン化合物の置換反応. 日 本薬
学会第103年会， 1983， 4 ， 東京.
4) 太田健治， 井上正美， 榎本三郎 : ロ ジ ウ ムー
キ ラ ル ホ ス フ ィ ン錯体-活性炭触媒の不斉水素化活
性 に つ い て . 日 本化学会第48年会， 1983， 8 ， 札幌.
5) 糸井 泰， 井上正美， 榎本三郎 : タ ン グ ス テ
ン酸一活性炭触媒 に よ る オ レ フ ィ ン類の エ ポキ シ 化
に つ い て . 日 本化学会第48年会， 1983， 8 ， 札幌.
6) 柏木 寛， 榎本三郎 : 固体酸表面上の イ オ ン
ラ ジ カ ノレ濃度 に 関す る メ カ ノ ケ ミ カ ノレな考察. 日 本
化学会第48年会， 1983， 8 ， 札幌.
7) 上 山 勉， 榎本三郎， 井上正美 : 単体カ ル コ
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